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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・春の健康診断が始まっています。胸部レントゲン、心電図は予約が必要ですので、予約を取っていない方は早めに入れてください。
・電子カルテ導入に伴い、メンタルケア病棟3F会議室、ホールを9月末（予定）まで使用致します。研修・行事等で使用することは出来ませんのでご協力をお願い致します。ワークフロー申請、施設予約確認画面からもメンタルケア病棟３Ｆにつきましては、申請・表示していません。また上記に伴いメンタルケア病棟3Fへの出入りも極力行わないようお願い致します。必要がある場合は、必ず舩場さん（PHS 316）まで連絡をお願い致します。
・春の健康診断について、胸部レントゲン、心電図は予約が必要な為、各自フロアスタッフ同士で重ならないよう相談しながら予約をすること。
・人事考課、目標面接を行っていくため、各自日時の確認をするように。
・4/25（火）14：00～西病棟へ入院中の高橋将一様がアルコールプログラムの見学・体験予定。
・5/2（火）17：00までに各担当者は月報を作成すること。
・5/10（水）までに、新しい担当者のデータベースを更新すること。
・5/16以降、デイケアに遅Aの勤務が新たに作られる為、自身の勤務帯について確認をすること。

＜青明舎利用者様情報＞
・鈴木　知子様～4/17（月）日中にコーヒーを3杯飲み、夜眠れず1時間ほどしか眠れないことがあったと話しており、飲みすぎないよう伝えている。翌日、母様が熱を出し、心配でデイケアに行けそうにないと電話連絡があり、デイケアのスタッフに相談してみるよう促したとのこと。その後、4/22（土）に母様に久しぶりに面会出来て安心板と話している。本人より今後5月から毎週金曜日に風呂の使用をしたいとのこと。
・福井　彩　様～4/18（火）生理により、大量に出血したとのことで本人から心配であるとの訴えが聞かれている。様子を見て、調子が悪い場合は、マミーレディースクリニックを受診してみるよう促している。現在ユーキャンにて、資格の勉強をしたいと考えており、体を使わない仕事に関して資格を取りたいとのこと。また、4/25～4/27まで秋田に夫婦で旅行を計画しており、6月には、福島に新婚旅行をする予定であると報告している。気になることとして、先日ハローワークに書類を提出したところ、疾患名に発達障害と記載されていたとのことで、次回受診の際に尋ねる予定であるとのこと。

・東海林紀子様～4/18（火）ふらっとに夜オンコールがある。特定利用者様（福井彩様）と連絡し合っていたが、夕方以降連絡が無い為、気になると話しており、対応している。翌朝、本人より連絡が帰って来たことの報告がある。
・平　京子　様～4/19（水）ふらっとを利用しており、体調を確認する。体調に変わりはないが、5/31（水）に用事がある為、シクレストを3週間分処方して欲しいことを相談するが、断られたとのこと。次回受診が5/3（水）となっている。

・高柳　和子様～4/19（水）定期訪問すると、忘薬や不調はないとのこと。処方薬が5種類であることを多いと話すも、自身に合っていると話している。服薬ボードが壊れかけており、買い換えたいと話しており、薬局を勧めると今後行ってみるとのこと。先日、チケットの件について話をしてすっきりしたと話している。チケットについて以前、立て替えてもらったまま料金を返せていない人がいるが連絡が取れず返せていないとのこと。
・森田　清助様～4/19（水）体調に変化はないが、依然として急に立ち上がると立ちくらみがあるとのこと。処方薬が減り、眠気がなくなって良くなってきたと話している。先日友人と仲良く食事に行って来たとのこと。
・北村　奈美様～4/19（水）オンコールがある。家の改装工事が時間通りに行われずにイライラするとのこと。業者に対し母様が、愛想よく振る舞っている様子を見て喧嘩してしまったとのこと。ストレスを溜めずに電話等で話していくことを勧めると気分がスッキリしたと話し、電話を終えている。
・松川　順子様～4/22（土）本人より電話連絡があり、買い物後、小遣い帳に金額を記載したところ、計算が合わないとのこと。買い物先である、よこまちストアに確認したところ、特におかしなことはなかったとのこと。合わない金額については、不明金として記載するよう勧めている。
・田中　一　様～昨日より蕁麻疹が出るとのこと。腕に出ており、皮膚科を受診する予定であると話している。
・前野　義勝様～4/23（日）に訪問している。腰痛はあるが、それ以外での不調はないと話している。デイケア利用者（森田清助様）とスシローに行ったと話している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路智恵子様～本日15時頃より、担当スタッフと共に金銭管理を行う予定となっている。
・田中　一　様～今朝、土曜日より蕁麻疹が出ていると話している。前腕から上腕の内側に出ており、少し痒みがあるが夕方には消えているとのこと。今後皮膚科を受診する予定であると話しており、原因について部屋の不衛生である可能性を伝えている。先週より、うみねこ幸房が正式利用となり、調子を尋ねると順調であるとのこと。
・関　秀治　様～4/21（金）世話人と共に部屋の清掃を行なっている。翌日、体調を尋ねると、清掃による疲れはないが、ナイトケアでの人間関係に気を遣い疲れたと話している。夕方は友人と食事に出掛けている。

・番沢　政勝様～頭痛に関して、主治医より以前処方した頓服薬で対処するよう言われ服用している。土日に関しては、我慢しており、服用を勧めるが「我慢するから良い」と話し頓服薬を服用せず。現在も毎朝、頭が痛むと話している。
・村上　元道様～ワーク柿の木苑等の、他の就労支援継続施設の見学を移山寮の相談員や世話人同行の下行っている。職員より週5日確実に出勤できるかを尋ねられ、今の自分では足りないと感じたとのこと。うみねこ幸房での仕事を続け、評価がAを安定して取れるようになることが先決であることを伝えると、納得している。
・藤村　翔　様～先週は表情が硬く、北病棟より体験に来た利用者に脅されたと話していた。現在も表情の硬さは見られるが、話の割り込みや幻聴の訴えはないとのこと。おばあ様が入院していることを話しており、家族様に確認すると事実であり、そのことを本人にも伝えているとのこと。
・古舘　ヨリ様～左目の痛みを訴えており、両目が充血している。眼科受診すると、今後眼底の検査をすることとなった。時間があり、体調の良い日に行うこととしており、本人と話し合い、5/2（火）の予定としている。
・大下　伸治様～4/22（土）昼食前に昼食後薬を誤って服用してしまったとの訴えがあり、病院に相談している。看護師の指示により、夕食後薬を服用しないことで対処している。今朝体調が悪い為、午前中のみデイケアを休みたいことを話しているが、詳しく話を聞くと「良くなったから行く」と話している。今後、主治医にハローワークに行きたいことを伝える予定であると話しており、本人の病識の乏しさ見られる為、世話人同伴での受診を予定している。
＜利用者様情報＞

デイケア
・飯田　修子様～来所時より多弁傾向が見られ、以前説明したプログラムの内容や喫煙時間等について尋ねてくることがあり､再度説明するが、その後も同様の内容について尋ねている｡また、喫煙室で福井彩様にいきなり｢ブス｣と言うことや、澤口利香様へ喫煙のマナーについて過剰に注意することがあり、スタッフが介入している。その後も他利用者への対応をしているスタッフに割り込んで話し掛けることや、作業療法で希望したクロスワードパズルを準備すると「汚いからいらない」と話し､｢やっぱり塗り絵だった｣と話す等、まとまりのない発言が目立っている。周囲の利用者への影響が大きくなっている為、上記状況は北病棟へ情報提供している。

・澤口　利香様～母様より架電があり、金曜日にデイケアから帰って来た時にアルコール臭がしており、土曜日に茶居花を利用し､迎えに行った際もアルコール臭がしていた為、本人に確認したところ、消毒用アルコールを飲んだとのこと｡断定は出来ないが､消毒液を飲む可能性がある為気をつけて欲しいとの情報提供がある｡デイケア利用中は、エアロビクスに参加したり､革細工を行っている。体験利用者から言われた喫煙のマナーについて声を掛けると｢さっき怒られた｣と話しており､状況を確認すると、風が強いと火が点かないので､ドアの所で火を点けていたとのこと｡「これから気をつけます」と話している｡他利用者とのトラブル等困ったことがあった際にはスタッフに相談して欲しいことを伝えている｡

・福井　彩　様～喫煙室で喫煙中に、体験利用者(飯田修子様)より､いきなり｢ブス｣といわれることがあり、｢ボケ､カスと言い返してしまった｣と話している｡一時的に不満を話しているが、上記以上の行動化はせずに対応出来ていることを評価し、スタッフが訴えを傾聴した後は､落ち着いて過ごすことが出来ている。

・赤松　翔太様～母様より架電があり、本日もデイケアに行きたがらないので休ませるとのこと｡本人の様子について尋ねると､「起きては来ているが､出かけようとはしていないため､行きたがらないのを無理に行かせるのも」と話している｡デイケアで嫌なことがあったとか何か行きたくない理由については話していないとのこと。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～表情に険しさはなく、独語も目立たないが、プログラム途中で退席することや、促しても参加を拒否することがある。プログラム不参加時は、テレビ側で座って過ごすが、直ぐに立ち歩くことやトイレに行くことが頻回等、行動に落ち着きのない様子が窺える。コップに水を汲む量は少ないが、飲水する頻度が多く、体調を崩す可能性を説明すると、返事はするが飲水行為は変わらない。

・佐藤ミツ子様～青風荘より情報提供があり、昨日夕食当番の際に、マスクを着用しており、咳と鼻水が出ると話しており、体温は36.8℃で経過していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所時の体温は、35.4℃。｢鼻水は止まったけれど、咳がでるんだよ｣と話している。引き続き風邪症状等の症状悪化がないか確認していく。

ナイトケア
・前野　義勝様～来所予定だったが、本人より腰痛と両下肢の痺れがあり、ナイトケアを欠席するとの電話連絡がある。状況を確認すると、整骨院で鍼治療を受けてきたと話しており、尻を触っても手と皮膚の間に何か挟まったような感じがするとのこと。安静にしたいとの訴えがあり、無理のないようにすることやゆっくりと休養するよう伝えている。
＜外来情報＞
・上村　正暁様～最近の調子について「あまりいい方ではない、まあまあかな」と話しており、言葉数少ない。この1ヶ月で変わった事は、親が頭の傷が治って元気になったことと話している。親は近所に買い物に行ったり、テレビを観て過ごしていて、自分はテレビを観たり、ラジオを聞いて、親の身の回りの世話をしていると1日が過ぎると話している。食事、睡眠は大丈夫であるとのこと。仕事は探してないとのことで、Dｒより焦らず行っていくようアドバイスしている。

・千葉　輝夫様～時間、曜日、日付の感覚がなく、着替えも何枚も重ね着していると息子

様が話している。徐々に通所が難しくなっているが、出来る限り通所・ヘルパーを利用したいとのこと。後々は施設入所で考えており、担当からもその方向で勧めている。
・田中　一　様～両下腿の湿疹がまた、ぶり返したとのこと。薬がない為、再度皮膚科受診を促している。うみねこ幸房の様子について「まあなんとか」と話している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　福井　彩　様　）

実施日：H29年4月24日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長

検討内容　目標、計画、対応方法の確認

	氏名
	福井　彩　様
	性別
	女
	年齢
	26
	生年月日
	H2.10.19

	主病名
	統合失調症
	合併症
	重症筋無力症、胸腺腫術後

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り、自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	いずれ就労をしていきたい。

	入院歴
	計　1　回（当院／H22.12.16～H23.1.7）

	通所歴
	2回目

· 今回：H27.9.16～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣活動室　利用中

	住居：アパート


	家族構成

夫様と二人暮らし。

	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳　2級　受給中

＊障害厚生年金　2級　受給中

	備考
	・1月後半頃で仕事を退職している。退職後も仕事に関する希望は聞かれているが、自身の調子と合わせて行なっていくこと。4月初めにでる検査結果を確認したのちに進めていくこととしている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状の生活を続け、就労を目指す
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。


	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。検討した内容を実践しスタッフと振り返りを行っていく。

	
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	②-1身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実施する。

	
	
	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	②-2定期的に面談を行い、仕事や生活状況の振り返りを行い、自身の状態の理解を深めていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	達成度70％。

・今までは他者との関係において脆弱性が強く、上手く関係性を築けないとすぐに相手を嫌い、絶縁する等の方法を取ることが多く見られていた。最近は、職員の言動に対して不満を話すことや、初めて見るスタッフや利用者がいると不安を訴えることがあるが、時間が経過すると問題なく接したり、自身の中で適切に振り返り対応することが出来るようになってきている。

・以前来所中に無断で外出しようとすることがあったが、現在は見られていない。

・デイケア利用中に関しては特定の利用者またはスタッフとのみ交流している。その他他者との交流は少ないが、相手に気になる行動があると、行動に移す前に相談することが出来ている。
	対人関係に関して問題があった直後は過剰に反応することがあるが、自分で振り返ることが出来るようになってきており、能力は向上している。見たことがない人や対人関係での問題はまだある為、今後も目標計画を継続する。

	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	達成度80％。

・重症筋無力症に罹患しており、上記による不安や悩みを抱えることで情動が不安定となることがある。随時職員へ相談したり、デイケアに来所して気晴らしをしたりして過ごして対処している。
・②-2に関連する疲労については、対処法を都度確認しているが、動き過ぎてしまい疲れを溜めて不調を呈することがある。
	身体面に関する相談は都度してはいるが、対処方法については上手く対処できておらず、不十分な点がある。対処方法の実践を確実に行えるようになるために、今後も目標を継続する。

	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	達成度60％。

・疲労が溜まってくることで身体症状を呈しやすく、瞼の重さから症状が生じるとのこと。体調が悪化する疲労度を確認するために、身体不調があった際にはその場面の振り返りを行なっている。本人も体調管理の重要性は理解しているとのことだが、体を動かし過ぎて疲れを溜めてしまい、不調になるなど、身体管理は不十分となっている。
	不調を呈した際には都度スタッフと振り返り対処法を検討しているが、対処は不十分となっている。自身の状態を正しく理解していく為に、今後も目標計画を継続する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状の生活を続け、就労を目指す
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。


	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
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